
 
障害のある人たちの“つくる”を支えるための

人材育成研修会
「とちぎアートサポートセンターTAM（タム）」は障害のある人の創作活動を支援する人たちを対象とした『研修』
と、ネットワーク作りと展覧会の開催を目的とした『TAM会議』を開催いたします。創作活動をしているけど、ど
う発信していけばいいのかわからないという方、これから創作活動を始めたいけど、どう始めたらよいのかわから
ないという方、興味はあるけど、どう関わっていけばいいのかわからないという方、ぜひご参加ください。 
参加料は無料です。 

１．額装に関するワークショップ

“つくる”を支える人材育成のための　　研　修

ネットワーク作り＋展覧会準備　　T　A　M　会　議

２．著作権に関する講話

障害のある人たちの“つくる”を支える人たちの情報交換の場として、また、2019年1月7日～11日に栃木県庁15
階展望ロビーで開催する展覧会へ向けた話し合いを行います。 
他の施設や個人の人はどのような活動をしているのだろう、こんな時はどうしているのだろう、疑問や悩みの解決
の糸口が見えるかもしれません。そして、展覧会開催の準備を通して、作品を“見て知ってもらう”ために必要なこ
とを学びます。 

■日時・場所 
2018年10月3日（水）　13時30分～15時30分　　もうひとつの美術館 
2018年11月7日（水）　11時～12時30分　　　    もうひとつの美術館 
2018年12月5日（水）　11時～12時30分　　　    とちぎボランティアNPOセンターぽ・ぽ・ら 

主催｜認定特定非営利活動法人もうひとつの美術館      委託｜平成30年度栃木県障害者芸術文化活動普及支援推進事業

「これは作品かどうか分からないけど面白い」と感じ
るような表現を持ち寄り、みんなで話し合ってみましょ
う。そして、その作品をいろいろな額に入れてみて、
その印象の違いや作品を活かす額装の仕方を学びます。

日にち：2018年11月7日（水） 
時　間：13時30分～15時30分 
定　員：20名 
講　師：有坂 隆二（アーティスト） 
場　所：もうひとつの美術館 ワークショップ室 
　　　　（栃木県那須郡那珂川町小口1181-2） 

作品を扱っていく中で出てくる「著作権」の問題。「著
作権」とはいったいどんな権利で、どのように守って
いけばよいのか、弁護士・関哉氏の講話を通して考え
ます。 

日にち：2018年12月5日（水） 
時　間：13時30分～15時30分 
定　員：50名 
講　師：関哉 直人（弁護士） 
場　所：とちぎボランティアNPOセンターぽ・ぽ・ら 
　　　　（栃木県宇都宮市昭和2-2-7） 



FAX：0287-92-8088    Mail：tam@nactv.ne.jp

人材育成研修会　申込書

ご希望の研修にチェックをつけ、各開催日の３日前までにFAXまたはメールでお申し込みください。 
※申込受付は先着順とし、定員になり次第締め切らせていただきます。 

チェック 日時 研修名 場所

10月3日（水） 
13:30～15:30 TAM会議　１ もうひとつの美術館 

（那珂川町小口1181-2）

11月7日（水） 
11:00～12:30 TAM会議　２ もうひとつの美術館 

（那珂川町小口1181-2）

11月7日（水） 
13:30～15:30

額装に関する 
ワークショップ

もうひとつの美術館 
（那珂川町小口1181-2）

12月5日（水） 
11:00～12:30 TAM会議　３ とちぎボランティアNPOセンターぽ・ぽ・ら 

（宇都宮市昭和2-2-7）

12月5日（水） 
13:30～15:30 著作権に関する講話 とちぎボランティアNPOセンターぽ・ぽ・ら 

（宇都宮市昭和2-2-7）

氏名　　　　　 

施設・学校・所属名 

住所 

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX 

メールアドレス

【参加申込・問い合わせ先】 
　とちぎアートサポートセンターTAM[タム] 
  〒324-0618 栃木県那須郡那珂川町小口1181-2 
　　　　　　　　　　　　もうひとつの美術館内 
  TEL：080-3001-8088   FAX：0287-92-8088 
  Mail：tam@nactv.ne.jp 
  WEB：http://tam-mob.org/ 
  FB：https://www.facebook.com/ tam2017mob/

備考欄　※質問等がありましたらご記入ください。

「とちぎアートサポートセンターTAM[タム]」は「創作活動をしているが、これからどのようにサポートしたらいいのかわからない」「興味はあるが、
どう始めたらいいのかわからない」などの課題、悩みをみんなで共有し、支え合い、社会へつなげていく場所としてもうひとつの美術館内に設置されま
した。研修会やネットワーク作り、展覧会を通して、障害のある人の創作活動・表現行為に関する理解を深め、障害のある人の芸術文化について学ぶ場
を設けています。また、障害のある人の創作活動・表現行為に関する疑問や相談を受け付ける相談窓口を設置し、より良い方法を一緒に考え、サポート
しています。


